
 

 

 

平成 23 年度  

おおいたホームタウン推進協議会 総会  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 ： 平成 23 年 5月 16 日(月) 14 時開会 

会 場 ： コンパルホール 3階 多目的ホール 

 

 

 



 

 

 

会 議 次 第 

 

 

１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 顧問紹介 

 

４ パートナー(チーム)あいさつ 

 

・ ㈱大分フットボールクラブ(大分トリニータ) 

・ 大分三好ヴァイセアドラー  

・ ㈱大分スポーツプロジェクト(バサジィ大分) 

・ ㈱大分ヒート(大分ヒートデビルズ) 

  

５ 報告事項  

報告第１号 平成 22 年度 事業報告について 

報告第２号 平成 22 年度 決算報告について 

 

６ 監査報告 

 

７ 議案 

第１号議案 平成 23 年度 役員体制(案)について 

第２号議案 平成 23 年度 事業計画(案)について 

第３号議案 平成 23 年度 予算(案)について 

 

８ その他 

 

９ 閉会あいさつ 

 

１０ ガンバロー三唱 

 

 

 

 

 

 



 

報告第 1号 

平成 22年度 事業報告について 

 

１．平成 22年度 役員体制  

（1）役 員 

会  長  釘宮 磐 （大分市長） 

 

副 会 長  羽野 忠 （大分大学長） 

 

副 会 長  磯﨑 賢治（大分市副市長） 

 

事務局長  小出 祐二（大分市企画部長） 

 

 

監  事  首藤 隆憲（大分県議会議員） 

 

監  事  三宮 康司（大分青年会議所理事長） 

 

 

(2)顧 問 

     特別顧問  広瀬 勝貞（大分県知事） 

 

顧  問  仲道 俊寿（大分市議会議長） 

 

顧  問  姫野 淸高（大分商工会議所会頭） 

 

顧  問  伊東 龍一（大分市自治委員連絡協議会会長） 
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(3)企画運営会議委員 

        谷 口 勇 一（大分大学准教授） 

         洲   雅 明（大分県立芸術文化短期大学准教授） 

        三重野 克 之（日本文理大学教育サービスセンター学生支援担当） 

平 倉 啓 貴（大分青年会議所副理事長） 

桜 木  寛 （大分商工会議所青年部副会長） 

三 浦 康 紀（鶴崎商工会議所青年部企画研修委員長） 

木 山 弘 士（大分市工業連合会青年部会副会長） 

牧  昭 市（大分まちなか倶楽部タウンマネージャー） 

池 邉 泰 治（大分合同新聞社ストラテジックデザイン室次長） 

桒 野 重 明（NHK大分放送局副局長） 

黒 田 隆 司（大分放送テレビ制作部部長） 

小笠原 正 典（テレビ大分報道制作局制作部アナウンサー） 

渕 野 史 朗（大分朝日放送経営事業企画室） 

村 田 義 治（大分トリニータ後援会事務局長代理） 

飛 彈 芳 一（大分県企画振興部文化スポーツ振興課副主幹） 

古 澤 進 二（大分フットボールクラブ運営事業部シニアマネージャー） 

坂 口 嘉 彦（大分三好ヴァイセアドラーバレーボールチーム副部長） 

中 野 純一郎（大分スポーツプロジェクト執行役員） 

橋 本 知 宏（大分ヒート広報兼営業企画兼ＭＤ） 

合 沢 陽 一（大分市企画部次長兼文化国際課長） 

 

 

 

 

 〇企画運営会議の役割 

  協議会規約第 9条の規定により、本協議会の運営及び事業実施に向けた協議及び調整を行っている。 

   

  ※おおいたホームタウン推進協議会規約より抜粋 

   (企画運営会議) 

第9条 事業を効率的に推進するため、協議会に企画運営会議(以下「会議」という。)を置く。 

2 会議は、協議会の運営及び提案付議する事項について事前に協議する。 

3 会議は、事業実施に向けた協議及び調整を行う。 

4 会議は、その他、協議会の目的達成のために必要な事業の運営に関することを行う。 

 

 

 

 

 

 

2 



 ２.事業実績  

 

(1) おおいたホームタウン推進協議会主催事業 

 

◆組織拡充事業 

① 総会の開催： 2 回 

 

・平成 22年度おおいたホームタウン推進協議会 総会  

日時：平成 22 年 5 月 28 日（金） 14 時開会          

会場：大分県労働福祉会館 ソレイユ 7階 カトレア 

議題：平成 22年度おおいたホームタウン推進協議会事業計画（案）について 

平成 22年度おおいたホームタウン推進協議会予算（案）について 

・平成 22年度おおいたホームタウン推進協議会 臨時総会 

日時：平成 22 年 8 月 24 日（火） 15 時開会 

会場：大分文化会館 第 1 小ホール 

議題：「おおいたスポーツ広場 2010」への協力体制について 

大分トリニータ応援募金について 

   

<総 会>                    <臨時総会> 

② 企画運営会議の開催：6 回 

 

・第 1 回 平成 22 年 4 月 13 日（火） 

議題：企画運営会議メンバー変更について他 

・第 2 回 平成 22 年 6 月 22 日（火） 

議題：平成 22 年度事業計画の具体化について他 

・第 3 回 平成 22 年 7 月 27 日（火） 

 議題：シンボルマーク・愛称募集事業について他 

・第 4 回 平成 22 年 8 月 31 日（火） 

 議題：「おおいたスポーツ広場 2010」について          <12/13 企画運営会議> 

・第 5 回 平成 22 年 12 月 13 日（月） 

 議題：「第 12 回全国ホームタウンサミット in 大分」実行委員会の選任について他 

・第 6 回 平成 23 年 3 月 28 日（月） 

議題：平成 22 年度事業実績の報告について（案） 
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③ 新規会員の紹介 

株式会社 コンベンションリンケージ 大分支社マネージャー 米田 正行 氏 

④ 協議会だよりの発行：2 回（1 号：6/16、131 部 2 号：9/6、131 部） 

⑤ 現在の会員数：１３１名（平成 23 年 5月 16日現在） 

 

◆地域交流事業 

①「おおいたスポーツ広場 2010」の開催 

４チームへの応援機運を盛り上げるために、スポーツを通じた交流イベントとして、『おおいた

スポーツ広場 2010』を実施。会員から計 92 名がボランティア・スタッフとして参加。 

 

・日 時：平成 22年 9月 18 日（土）10時～15 時 

・場 所：大分銀行ドーム及び多目的広場 

・来場者数：約 3,500人 

 

<トリニータレディース交流会>        <マスコットキャラクターかけっこ大会> 

 

<～大分トリニータ～キックターゲット>       <～バサジィ大分～ドリブル教室> 

 

<～大分ヒートデビルズ～フリースロー教室>   <～大分三好ヴァイセアドラー～ミニバレーボールゲーム> 
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<おたのしみコーナー>                 <式 典> 

 

◆広報事業 

① おおいたホームタウン推進協議会 シンボルマーク・愛称の決定。 

協議会をより多くの市民に親しんでいただくため、協議会のシンボルマーク・愛称を募集。 

・募集期間：平成 22年 7月 1日～平成 22年 7月 31日 

・応募総数：愛称部門 183作品 

シンボルマーク部門 206作品 

 

【シンボルマーク】 

大分の「Ｏ」でスポーツを楽しむ姿、力強く躍動する姿を表

し地域が一体となってチームを応援、支える姿を表しています。 

  

【愛称】 

   ホームタウンとスポーツを略したもの。 

 

 

                                                                 

※なお、大分三好ヴァイセアドラーのユニホームに、シンボルマークを入れていただいている。 
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② おおいたホームタウン推進協議会のホームページにおける各チームのチケット情報・試合日程

の発信。 

 

③ おおいたホームタウン推進協議会事務局員メディア出演。 

（9/8ＯＢＳラジオ、9/12 もぎたてプラス、9/17 好きっちゃおおいた、11/14 フレッシュおおいた） 

 

(2) 会員の取り組み事業 

平成 22年度の事業に関して、各会員の取り組みを把握するためにアンケート調査を実施。 

（平成 22年 12 月 20日～平成 23年 1月 7日） 

 

◆組織拡充事業 

① 本協議会加入に向けた働きかけ      (大分商工会議所稙田支所、大分県タクシー協会) 

 

◆パートナー支援事業 

① 4 チームのチケット販売促進。              （大分県 、大分市、エフエム大分） 

② 各チームのホームゲームに市民 1 万 2 千人以上を無料招待した。         （大分市） 

③ 大分トリニータのホームゲーム(11/14 アビスパ福岡戦)にて、冠試合を実施。    （大分市） 

 

<大分市ホームタウン DAY 看板>                <市長挨拶> 
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④ 大分トリニータ応援デーの実施：横浜 FC 戦（12/4）,会員 236 社(1,139 名)を招待。 

（大分商工会議所） 

⑤ 第 5 回おおいた協働ものづくり展にて、大分トリニータの入場割引チケットを配布。 

（大分市工業連合会青年部会） 

⑥ 大分トリニータホームゲーム「大分県民デー（7/18）」で特産品の提供を行った。 

（野津原町商工会） 

 ⑦ 大分駅 1 番ホームに大分トリニータ試合日程大型看板を設置。         （JR 大分支社） 

⑧ 大分トリニータの試合前日に、大分駅コンコースでマッチデープログラム配布協力。         

（JR 大分支社） 

⑨ 大分トリニータ、大分ヒートデビルズのホームゲームの共催。             （大分合同新聞社） 

⑩ 大分トリニータのパブリックビューイング（4/25、10/2 北九州戦）を実施。（NHK 大分放送局） 

⑪ 玄関に、ミニ展示コーナーを作り、チームマスコット等を展示した。      （エフエム大分） 

⑫ 大分トリニータ、バサジィ大分のサッカー・フットサル教室の支援、協力。 

（大分県サッカー協会） 

⑬ ホームゲームの運営やバレーボール教室等の支援、協力。     （大分県バレーボール協会） 

⑭ ホームゲームの応援企画を実施、前座試合希望チームの紹介  （大分県バスケットボール協会） 

⑮ 大分トリニータに１０００万円を超える財政支援を実現した。       （大分トリニータ後援会） 

 

◆地域交流事業 

４チームの選手・スタッフが市民との交流を目的に様々なイベントに参加するもの。 

① 市民交流イベント（各 4 チーム参加） 

 ◇目標  40 回 

 ◇実績 127 回 

・大分トリニータ：65 回 

・大分三好ヴァイセアドラー：21 回 

・バサジィ大分：18 回 

・大分ヒートデビルズ：23 回 

     ※詳細別紙１ 

 

◆広報事業 

① 各チームのポスター（チラシ）掲示。  

（大分県、大分市、大分商工会議所坂ノ市支所、大分市観光協会、野津原町商工会、大分県タク

シー協会、大分ベンチャーキャピタル社 ） 

② 会報におけるチーム情報の掲載                     （大分商工会議所、大分県タクシー協会） 

③ 各チームの試合、イベントの取材・掲載。 

（読売新聞社大分総局、西日本新聞大分総局、大分合同新聞社) 

④ 番組内に 4 チームの情報を紹介するコーナーを設置。 

（NHK 大分放送局、テレビ大分、エフエム大分） 

⑤ 番組内に大分トリニータの特集コーナーを設置。 （NHK 大分放送局、大分ケーブルテレコム） 

⑥ 情報生ワイド番組「かぼすタイム」のゲストにヒートデビルズの選手が出演（２回）（大分放送） 

⑦ 「おおいたスポーツ広場 2010」の中継。             （大分放送、テレビ大分） 
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⑧ バサジィ大分の試合中継。            （大分放送、テレビ大分、大分朝日放送） 

⑨ 大分トリニータのホームゲームを全戦スカパー放送において中継制作した。   （大分朝日放送） 

⑩ 大分トリニータの試合中継。                 （NHK 大分放送、大分ケーブルテレコム） 

⑪ 「シティ情報おおいた」に 4 チームの特集を設けた。      （おおいたインフォメーションハウス） 

 

 

 

 

３．その他   

(１)各チームの成績 

◇大分三好ヴァイセアドラー （シーズン終了） 

   2010～2011 シーズン 3勝 21敗（Ｖリーグ 8位／8チーム） 

ホーム 1試合平均入場者数 1,629人（2試合） 

内、本市内開催分 1,629人（2試合）大分県立総合体育館 

 

 

◇バサジィ大分 （シーズン終了） 

2010シーズン   14勝 5分 8敗（Ｆリーグ 3位／10チーム） 

ホーム 1試合平均入場者数  1,221人（12 試合） 

内、本市内開催分  1,308人（ 3試合）大分県立総合体育館 

 

 

◇大分ヒートデビルズ （シーズン終了） 

2010シーズン    16勝 32敗（ｂｊリーグ 西区 7位／9チーム） 

ホーム 1試合平均入場者数  809人（26試合） 

内、本市内開催分    779人（ 2試合）大分県立総合体育館 

 

 

◇大分トリニータ  

2010シーズン    10勝 11分 15敗（Ｊ2リーグ 15位／19チーム） 

  2011シーズン（第 11節 5月 8日終了時） 

           1勝 2分 2敗 (Ｊ2リーグ 14位／20チーム) 

ホーム 1 試合平均入場者数  11年度 9,183 人（ 2試合） 

【参考】10年度 10,463 人（17試合） 
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報告第 2号 

平成 22年度 決算報告について 

 

平成 22 年度 おおいたホームタウン推進協議会 収支決算書(案) 

 

（収 入）                                     （単位：円） 

科 目 
予算額 決算額 

差引 

(決算-予算) 

摘 要 

１ 補助金 5,938,000 5,938,000 0 おおいたホームタウン推進協議

会運営費補助金 

２ 雑入 1,000 10,557 9,557 預金利子等 

合 計 5,939,000 5,948,557 9,557  

 

（支 出）                                     （単位：円） 
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科 目 
予算額 決算額 

差引 

(決算-予算) 

摘 要 

１ 事務局費 3,166,102 3,166,102 0  

  １ 人件費 2,111,000 2,064,740 △46,260 事務局臨時職員賃金他 

  ２ 通信運搬費 177,000 39,665 △137,335 郵送料 

  ３ 消耗品費 83,000 206,643 123,643 事務用消耗品 

  ４ 備品費 351,102 438,123 87,021 パソコン、プリンター、カメラ

一式、プロジェクター 

  ５ 会議費 223,000 216,851 △6,149 総会、企画運営会議に係る会場

使用料他 

  ６ 旅費 221,000 200,080 △20,920 全国ホームタウンサミット in甲

府への参加 

     

２ 事業費 2,771,898 2,490,729 △281,169  

  １ 地域交流 

事業費 

1,143,000 1,941,544 798,544 「おおいたｽﾎﾟｰﾂ広場 2010」に係

る施設使用料、会場設営費他 

  ２ 広報費 1,628,898 549,185 △1,079,713 ホームページ作成 

協議会ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ、愛称の賞金他 

     

３ 予備費 1,000 0 △1,000  

     

合 計 5,939,000 5,656,831 △282,169  

※(収入)－(支出) 残金、291,726 円については大分市へ戻入。 
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議案第 1号 

平成 23年度 役員体制（案）について 

 

１．平成 23年度 役員体制（案） 

（1）役 員 

会  長  釘宮 磐 （大分市長） 

 

副 会 長  羽野 忠 （大分大学長） 

 

副 会 長  磯﨑 賢治（大分市副市長） 

 

事務局長  仲摩 延治（大分市企画部長） 

 

 

監  事  首藤 隆憲（大分県議会議員） 

 

監  事  平倉 啓貴（大分青年会議所理事長） 

 

 

(2)顧 問 

     特別顧問  広瀬 勝貞（大分県知事） 

 

顧  問  足立 義弘（大分市議会議長） 

 

顧  問  姫野 淸高（大分商工会議所会頭） 

 

顧  問  伊東 龍一（大分市自治委員連絡協議会会長） 
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(3)企画運営会議委員 

        谷 口 勇 一（大分大学准教授） 

         洲   雅 明（大分県立芸術文化短期大学教授） 

        三重野 克 之（日本文理大学教育サービスセンター学生支援担当） 

川 原 恒太郎（大分青年会議所副理事長） 

桜 木  寛 （大分商工会議所青年部副会長） 

三 浦 康 紀（鶴崎商工会議所青年部企画研修委員長） 

内 藤 威 徳（大分市工業連合会青年部会副会長） 

牧  昭 市（大分まちなか倶楽部タウンマネージャー） 

池 邉 泰 治（大分合同新聞社戦略室ストラテジックデザイン部長） 

桒 野 重 明（NHK大分放送局副局長） 

黒 田 隆 司（大分放送テレビ制作局次長兼テレビ制作部長） 

小笠原 正 典（テレビ大分報道制作局制作部次長） 

渕 野 史 朗（大分朝日放送経営事業企画室企画開発グループ） 

村 田 義 治（大分トリニータ後援会事務局） 

飛 彈 芳 一（大分県企画振興部文化スポーツ振興課主幹） 

古 澤 進 二（大分フットボールクラブ運営事業部シニアマネージャー） 

坂 口 嘉 彦（大分三好ヴァイセアドラーバレーボールチーム副部長） 

中 野 純一郎（大分スポーツプロジェクト執行役員） 

橋 本 知 宏（大分ヒート広報兼営業企画兼ＭＤ） 

佐 藤 耕 三（大分市企画部次長兼文化国際課長） 

原 田 晴 生（大分商工会議所地域振興課係長） 

 

 

 

※大分商工会議所では、今年から本協議会と連携し、大分に盛り上がりを創るとともに、交流人

口増加により観光を振興し、大分県経済の浮揚に繋げていくことを目的に「スポーツ・観光に

よる元気な大分創造委員会」を設立した。大分商工会議所は本協議会の会員でもあり、設立さ

れた委員会は本協議会と目的を同じくするものであることから、企画運営会議への参画をお願

いし連携を強めてまいりたい。 
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議案第２号 

平成 23年度 事業計画（案）について 

 

１.事業計画（案） 

 

(1)組織拡充事業  

① 組織の拡充 

取り組みを全域に拡大するため、会員拡大を図る。 

 

② 総会の開催及び企画運営会議の定期開催 

       

(2)パートナー支援事業  

各チームの観戦者数の増加を図る。 

   

① 協議会ホームページを利用して、観戦者数増加に向けた各チームの試合日程や観戦チケットの

販売等に関して広報支援活動を行う。 

・各チームの開幕予定 

バサジィ大分（Fリーグ：７月末）、大分ヒートデビルズ（ｂｊリーグ：10月） 

大分三好ヴァイセアドラー（Ⅴリーグ：12月）、大分トリニータ（Jリーグ：3月)  

 

② ホームゲーム応援バスツアーの実施。 

タウンミーティング等地域交流事業と関連させた、各チームのチケット付きバスツアーを実施 

する。 

 

③ 啓発資料の作成 

各チーム共通の「観戦ガイド」を作成し、地域交流事業等で活用する。 

 

(3)地域交流事業  

選手やチームと身近に接する機会を市民に提供するための調整窓口となり、市民に親しまれ愛さ 

れるチーム作りを支援するため、地域交流事業を年間６０回以上実施する。 

 

① 「おおいたスポーツ広場 2011」の実施 

各チームと市民との、スポーツを通じた交流イベントを行い、市民の参加を促す。 

日程等の詳細については、今後企画運営会議で検討を行っていく。 

 

② 「第 30回大分七夕まつり」への参加 

大分七夕まつりの見直しに伴い、2 日目の催しに参加の要請があったため、更に多くの市民

との交流の機会になることから、積極的な参加を行っていく。 

日 時 平成 23 年 8月 6日(土) 19時 20分～ 

場 所 大分七夕まつり会場 
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③ タウンミーティングの実施 

   自治会または校区単位で、選手と市民との交流を図るため、タウンミーティングを開催する。 

また、その参加者から、ホームゲーム応援ツアーの参加者を募るなど、観戦者の増加に繋げる。 

 

④ 第 12回全国ホームタウンサミット in大分の開催 

全国ホームタウンサミット実行委員会では、スポーツを通したまちづくりと J リーグの提唱す

る百年構想の実現に向け、基調講演にセルジオ越後氏を招き『スポーツによるまちづくり』の講

演や、全国よりホームタウン関係者に参加していただき３つの分科会に分かれて討議を行い交 

流・連携を図かりホームタウンスポーツの推進を図ることを目指し、「見ち、聞いち、感じちょ

くれ、大分んスポーツはあちぃ～（熱い）で！」をテーマに「第１２回全国ホームタウンサミッ

トｉｎ大分」の開催予定している。本協議会からも実行委員を選出しているので、積極的に関わ

っていきたい。 

     

日 時   平成 24年 2月 11 日（土）12日（日） 

    場 所   大分文化会館（2月 11日） 

          コンパルホール（2月 12日） 

    主 催   全国ホームタウンサミットｉｎ大分実行委員会 

（本協議会、大分青年会議所、大分トリニータボラティアの会 など） 

    委 員 

 

    

役職 加盟組織 氏名

顧問 おおいたホームタウン推進協議会 釘宮　磐

実行委員長 大分青年会議所 川原　恒太郎

副実行委員長 大分トリニータボランティアの会 池田　公一

副実行委員長 おおいたホームタウン推進協議会 佐藤　耕三

事務局長 大分トリニータボランティアの会 宮明　透

事務局次長 大分青年会議所 梶原　泰雄

事務局次長 おおいたホームタウン推進協議会 玉野井　雄二

監事 大分青年会議所 平倉　啓貴

監事 おおいたホームタウン推進協議会 池邉　泰治

委員 大分トリニータボランティアの会 吉田　由利子

委員 大分トリニータボランティアの会 神田　肇

委員 大分トリニータボランティアの会 松田　勇治

委員 大分青年会議所 秋月　洋祐

委員 大分青年会議所 高橋　功治

委員 大分トリニータ後援会 村田　義治

委員 ㈱大分フットボールクラブ 古澤　進二

事務局 おおいたホームタウン推進協議会 増田　真由美

事務局 おおいたホームタウン推進協議会 山岡　登喜夫

事務局 おおいたホームタウン推進協議会 恵藤　淳矢

事務局 おおいたホームタウン推進協議会 大隈　沙亜香  
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⑤ 学校訪問、地域イベント、各種スポーツ教室等、市民交流に向けた調整 

1)大分市内小・中学校訪問等実施に向けた調整 

・大分市内小中学校長宛に 4チームとの交流希望調査を行いチームとの調整を図る。 

・公開講座や学園祭への選手参加に向けて大学との調整を行う。 

 

2)様々な交流推進に向けた調整 

  会員団体の主催する地域交流イベントへの選手参加に向けて、調整を行う。 

 

【平成 22年度実績】 

・社団法人日本青年会議所九州地区大分ブロック協議会第 43 回大分ブロック会員大会大懇親会

への選手参加。 

とき：平成 22 年 5月 29日（土） 

場所：若草公園 

参加チーム：大分三好ヴァイセアドラー・大分ヒートデビルズ 

・法心寺二十三夜祭への選手参加。 

とき：平成 22 年 7月 23日（金） 

場所：大分市鶴崎（国道 197 号線歩行者天国内） 

参加チーム：大分トリニータ・大分三好ヴァイセアドラー 

・大分七夕まつりへの選手参加。 

とき：平成 22 年 8月 6日（金） 

場所：大分市中心部 

参加チーム：大分三好ヴァイセアドラー・大分ヒートデビルズ      など 

 

(4)広報事業  

本協議会事業や各チームの情報を中心とした各種広報活動を展開する。 

 

① 各広報機関等でのＰＲ活動 

1)広報誌の活用 

○協議会だよりの定期発行（年４回以上） 

○『市報おおいた』等協議会会員が発行する広報誌において各種事業等を掲載。 

○協議会会員が作成するポスター、イベント用チラシ、パンフレット等に各チームのマスコッ 

トなどを使用し、市民の目に触れる機会を増やす。 

   

 2)ホームページの活用 

○ホームページに、協議会の取り組みや各チームの横顔、イベント、取材記事等を掲載する。 

    ○会員団体のホームページに各チームのバナーを張り、試合情報やチームの自主的な地域交流 

事業等を見やすくする。 

 

   3)様々な広告媒体の活用 

     〇屋外のビジョンや公共掲示板等を活用し、各チームの情報を発信する。 

 

15 



議案第３号 

平成 23年度 予算（案）について 

 

平成 23 年度 おおいたホームタウン推進協議会予算（案） 

 

（収 入）                             （単位：円） 

科 目 本年度予算額 摘 要 

１ 補助金 5,938,000 おおいたホームタウン推進協議会運営費補助金 

２ 雑入 1,000 預金利子 

合 計 5,939,000  

 

（支 出）                             （単位：円） 

科 目 本年度予算額 摘 要 

１ 事務局費 2,801,000  

  １ 人件費 2,178,000 事務局臨時職員賃金他 

  ２ 通信運搬費 111,000 郵送料 

  ３ 消耗品費 219,000 事務用消耗品 

  ４ 会議費 181,000 総会、企画運営会議 

  ５ 旅 費 112,000 ホームタウン先進地視察 

   

２ 事業費 3,137,000  

  １ 地域交流 

事業費 

2,158,000 市民参加型イベント「おおいたスポーツ広場」、 

タウンミーティングの実施 

  ２ 広報費 979,000 観戦ガイド作成、ホームページ構築 

   

３ 予備費 1,000  

   

合 計 5,939,000  
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おおいたホームタウン推進協議会規約 

 

(名称) 

第 1条 この会は、おおいたホームタウン推進協議会(以下「協議会」という。)と称する。 

 

(目的) 

第 2 条 協議会は、ホームタウンスポーツ(本市を本拠地とし、国内トップクラスのリーグに属するスポーツチ

ームが、地域住民と協働で地域への愛着や誇り、一体感を育むことなど、まちづくりに寄与するスポーツ活動)

を地域が一体となって支える体制を構築し、全ての大分の人々がスポーツに接する様々な機会をつくるととも

に、住民の一体感の醸成や地域活性化に寄与することを目的とする。 

 

(事業) 

第 3条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1)ホームタウンスポーツを活かしたまちづくり事業に関する提案、実施に向けた関係機関の調整 

(2)ファン拡大等スポーツチーム支援事業に関する提案、実施に向けた関係機関の調整 

(3)スポーツチームが行う地域交流活動等に対する支援及び協力 

(4)その他、協議会の目的達成のために必要な事業 

(組織) 

第 4条 協議会は趣旨に賛同する団体等により組織する。 

 

(役員) 

第 5条 協議会に、次の役員を置く。 

(1)会長 1名 

(2)副会長 2名 

(3)事務局長 1名 

(4)監事 2名  

2 会長は、大分市長の職にあるものをもつてあてる。 

3 副会長及び事務局長は、会員の中から会長が指名する。  

4 監事は、会員の互選により決定する。 

 

(役員の職務) 

第 6条 役員の職務は以下のとおりとする。 

2 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。  

4 事務局長は、協議会の議案の作成及び庶務を担当する。 

5 監事は、協議会の事務執行について監査を行う。 

6 役員は、相互に兼ねることができない。  

7 役員の任期は 2年とし、再任を妨げない。  

8 役員に異動、退職等があつた場合は、後任者をもつてあてる。 

ただし、その任期は前任者の残任期間とする。 

17 



 

(顧問) 

第 7条 協議会に、顧間を置くことができる。  

2 顧間は、会長が委嘱する。 

3 顧間は、会長の求めに応じ、協議会の事業に関し、指導及び助言を行う。 

 

(総会) 

第 8条 総会は、年 1回以上開催し、活動報告、活動計画、規則の改正、役員の選出その他必要な事項を審議す

る。 

2 総会は、会員をもつて構成する。 

3 総会は、会長が招集し、その議長となる。 

4 会長は、必要があると認めるときは、会議に会員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聞くことができる。 

 

(企画運営会議) 

第 9条 事業を効率的に推進するため、協議会に企画運営会議(以下「会議」という。)を置く。 

2 会議は、協議会の運営及び提案付議する事項について事前に協議する。 

3 会議は、事業実施に向けた協議及び調整を行う。 

4 会議は、その他、協議会の目的達成のために必要な事業の運営に関することを行う。 

 

(事務局) 

第 10条 協議会の事務局は大分市役所内に置く。 

2 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

(事業費) 

第 11条 協議会の事業費は、補助金、寄付金及びその他の収入をもつてこれに充てる。 

 

(事業年度) 

第 12条 協議会の事業年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

 

(事業計画及び予算) 

第 13条 協議会の事業計画及び予算は、会長が作成し、総会に諮って決定しなければならない。 

 

(事業報告及び決算) 

第 14条 協議会の事業報告及び決算は、会長が作成し、監事の監査を経て、総会の承認を得なければならない。 

 

(その他) 

第 15条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附則 

この規約は、平成 21年 7月 28日から施行する。 
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